
前
号
に
お
い
て
、
女
人
成
仏
を
説
い
た
と
な
さ
れ
る
提
婆
達
多
品
の
表
現
を
み
て
来
た
が
、
そ
こ
で
は
女
身
を
男
身
に
変
え
る
変
成
男

子
の
表
現
が
な
さ
れ
て
お
っ
た
。
変
成
男
子
は
女
身
を
劣
視
す
る
立
場
か
、
ｂ
始
ま
る
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
が
、
同
時
に
そ
の
ま
上
で
は

女
人
の
成
仏
と
は
云
い
符
な
い
で
あ
ろ
う
。
変
成
男
子
を
も
っ
て
八
才
の
竜
女
が
成
仏
し
た
と
い
い
う
る
な
ら
ば
、
そ
の
背
最
に
は
ど
の

よ
う
な
思
想
が
存
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
辺
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
、
阿
含
か
ら
の
仏
典
に
お
け
る
女
人
観
を
視
て
来
た
の
で
あ
る

が
、
今
号
は
前
に
続
い
て
の
立
場
に
お
い
て
、
大
宝
積
経
を
中
心
に
し
て
考
察
し
た
女
人
成
仏
観
を
執
り
上
げ
て
み
よ
う
と
考
え
る
。

そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
結
果
を
招
来
す
る
か
は
興
味
あ
ろ
う
と
信
ず
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
今
号
で
は
提
婆
達
多
姉
と
の
直
接
の
交
渉

は
執
り
上
げ
得
な
い
。

釈
尊
の
滅
后
の
結
集
に
お
い
て
、
摩
訶
波
闇
波
捉
の
出
家
発
願
を
ゆ
る
さ
る
ぺ
く
阿
難
が
釈
尊
に
た
い
し
論
難
し
、
彼
女
等
を
僧
団
の

①

中
に
加
え
さ
せ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
亜
大
な
過
失
で
あ
る
と
し
て
阿
雌
が
迦
葉
等
の
仏
弟
子
に
論
雌
せ
ら
れ
て
お
る
が
、
こ
の
よ

提
婆
達
多
品
に
お
け
る
女
人
成
仏
に
つ
い
て

ｌ
大
宝
積
経
を
中
心
と
せ
る
変
成
男
子
Ｉ

5

望
月
海
淑

(2)
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う
な
立
場
か
ら
は
女
人
成
仏
思
想
は
発
生
し
に
く
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
こ
の
よ
う
な
状
態
の
中
に
お
い
て
、
女
人
成

仏
を
明
白
に
打
ち
出
す
た
め
に
は
重
大
な
信
念
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
大
乗
の
諸
仏
典
に
お
い
て
変
成
男
子
の
型
態
を
と
る
こ
と
で
女
人
成

仏
の
問
題
に
と
り
く
ん
だ
も
の
は
、
こ
の
よ
う
な
律
減
の
強
い
立
場
に
原
因
が
あ
る
も
の
か
、
或
は
イ
ン
ド
全
域
に
存
し
た
女
人
に
対
す

る
考
え
方
が
強
く
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
も
の
か
は
疑
問
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
、
大
乗
仏
典
に
て
も
女
人
成
仏
は
明
白
に
打
ち
出
さ

れ
て
は
お
ら
ず
、
む
し
ろ
、
女
人
は
劣
性
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
態
度
を
保
持
し
て
い
る
も
の
を
も
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
る

③

諸
夫
人
等
が

世
螺
。

』
『
ノ
。

般
若
経
は
そ
の
河
天
品
第
五
十
狸
で

仏
告
二
阿
難
一
。
是
恒
伽
捉
婆
姉
。
未
来
世
巾
当
二
作
仏
一
。
劫
名
二
星
宿
一
。
仏
号
二
金
華
一
阿
雌
。
足
女
人
畢
二
是
女
身
一
受
二
男
子
形
一
。

当
し
生
一
阿
閑
仏
阿
抑
羅
捉
国
土
一
。
於
レ
彼
浄
修
二
梵
行
一
。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
仏
が
値
伽
提
婆
姉
の
功
徳
の
因
縁
を
知
り
微
笑
し
た
の
に
た
い
し
、
阿
雌
が
何
故
に
微
笑
し
た
の
か
と
疑
し
た

も
の
に
つ
い
て
の
仏
の
解
答
の
中
で
語
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
女
身
を
錐
り
男
子
の
形
を
受
く
、
の
文
は
注
意
を
川
す
る
。
女
身
を

お
わ
る
と
は
、
女
身
な
る
も
の
に
は
一
定
の
生
命
な
り
、
な
す
べ
き
仕
壊
な
り
が
存
し
、
そ
の
よ
う
な
義
務
を
果
し
お
わ
あ
こ
と
を
意
味

す
る
も
の
か
。
或
は
男
身
は
女
身
よ
り
も
一
段
上
に
存
す
為
と
な
す
意
識
か
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
点
に
つ
い
て
は
、
大
樹
緊

那
羅
王
所
間
経
は
更
に
明
白
に
女
人
に
つ
い
て
の
態
庇
を
表
明
し
て
い
る
。
即
ち
、
空
・
無
相
・
無
願
を
説
い
て
般
若
波
羅
密
を
高
唱
し

衆
生
済
度
を
主
張
し
た
こ
の
経
は
、
方
便
波
羅
密
の
一
と
し
て
大
樹
緊
那
羅
王
の
諸
夫
人
等
の
成
仏
を
述
ぺ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
王
の

我
等
皆
発
無
上
逆
心
。
終
不
以
避
女
人
之
身
成
阿
鍔
多
羅
三
貌
三
菩
提
。
普
哉
世
尊
。
願
為
我
等
如
応
説
法
。
令
我
等
雅
転
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仏
蒲
。
諸
姉
。
女
人
成
就
於
一
法
行
。
捨
女
人
形
御
卵
子
身
。
疾
御
撫
上
正
瓦
之
逆
。

④

と
女
身
を
変
じ
て
男
子
と
な
る
た
め
の
十
法
行
を
腱
附
し
て
い
る
。
十
法
行
に
つ
い
て
は
、
核
神
三
十
六
号
所
戦
の
「
女
人
成
仏
」
に
詳

細
で
あ
る
が
、
そ
の
十
法
行
の
中
に
、
法
を
愛
し
法
を
楽
み
法
を
欲
し
法
を
聰
き
、
法
を
聞
き
巳
り
て
正
念
観
察
し
て
女
身
を
微
脈
し
術

に
啓
ん
で
男
子
の
身
を
成
ず
る
を
得
ん
と
欲
す
、
と
す
る
箇
所
と
、
他
の
男
子
の
人
を
思
念
せ
ず
、
と
い
う
の
が
あ
る
。
即
ち
、
女
人
に

対
し
て
、
成
仏
す
る
た
め
に
は
女
で
あ
る
自
分
自
身
の
身
分
を
微
厭
す
る
こ
と
と
、
男
性
の
こ
と
を
考
え
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
引
列
の
後
者
は
と
も
角
、
前
者
に
は
女
性
に
対
す
る
趨
視
が
み
ら
れ
る
。
成
仏
す
る
に
は
女
身
を
転
捨
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
は
自
分
自
身
の
肉
体
を
嫌
悪
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
な
す
説
示
に
は
女
性
の
人
格
そ
の
も
の
を
認
め
た
も

の
で
あ
る
と
即
断
出
来
か
ね
る
も
の
が
存
す
る
。
や
は
り
こ
の
経
典
の
底
流
に
は
男
身
に
対
す
る
女
身
、
更
に
は
男
身
に
従
属
す
る
も
の

と
し
て
の
女
身
と
し
て
の
考
え
方
が
あ
り
、
女
身
の
劣
性
に
立
場
を
発
し
た
も
の
と
い
い
得
よ
う
。
十
法
行
の
修
行
の
果
に
於
て
、
女
身

を
転
捨
し
、
始
め
て
男
身
と
な
り
成
仏
し
得
る
と
す
る
説
示
は
、
女
人
の
即
身
成
仏
と
は
異
質
の
も
の
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
大
樹
緊
那
継
王
所
問
絲
は
支
嬰
迦
縦
訳
出
か
Ａ
Ｄ
一
四
七
’
一
↓
公
ハ
年
と
伝
え
ら
れ
、
菩
薩
は
空
性
に
し
て
虚
空
を
道
場
と

な
す
、
昨
ハ
度
を
正
逝
と
な
し
下
乗
を
非
遊
と
な
す
と
す
る
点
や
、
小
乗
の
代
表
的
人
物
迦
梁
の
無
力
無
能
を
示
し
大
樹
緊
那
羅
王
を
賞
讃

す
る
点
呼
か
ら
み
て
、
大
乗
を
在
揚
し
た
般
蒋
系
の
維
典
で
あ
り
、
し
か
も
か
な
り
早
期
の
作
成
に
な
る
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
小
乗
の

‐
二
語
１
、
つ
い
で

●
〆
生
名
＆
●
■
■
▲
■
■
■

と
語
る
に
た
い
し
て
世
尊
は

捨
女
身
得
男
子
身
。
疾
成
無
上
正
典
之
道
。

爾
時
世
尊
。
語
緊
邸
羅
王
諸
夫
人
群
。
諭
姉
諦
聴
諜
思
念
之
。
吾
当
淡
説
転
捨
女
身
成
男
子
身
。
疾
無
上
正
真
之
道
。
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世
尊
。
今
此
会
中
諸
比
丘
比
丘
尼
。
優
婆
塞
優
婆
夷
顧
一
薬
欲
一
レ
間
。
修
一
何
善
行
一
・
得
丙
離
二
女
身
一
速
成
下
男
子
上
。
能
発
乙
無
上
菩

⑦

捉
之
心
叩
。
雌
願
世
尊
当
し
為
一
解
脱
一
。

の
彼
女
の
願
を
い
れ
て
仏
は
離
女
身
、
速
成
男
子
の
た
め
の
十
法
を
語
り
、
無
垢
光
女
は

爾
時
無
垢
光
女
。
前
礼
二
仏
足
一
而
作
二
是
言
一
。
一
切
諸
法
無
男
無
女
。
此
言
若
実
。
令
二
下
我
女
身
一
化
中
成
男
子
上
。
発
二
此
言
一
時
。

③

三
千
大
千
世
界
六
種
渋
動
。
無
垢
光
女
形
即
滅
。
変
化
成
一
蹴
相
好
荘
厳
男
子
之
身
一
。

と
、
男
子
と
し
て
の
身
と
な
り
菩
薩
と
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
転
女
身
経
に
見
ら
れ
る
も
の
は
、
女
身
を
離
れ
男
身
と
な
る
変
成
男
子
思
想
で
あ
る
が
、
変
成
男
子
す
る
た
め
に
は
十
法
を
行
じ

⑨

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示
す
。
十
法
を
略
記
す
る
と

⑤

曇
摩
蜜
多
訳
出
の
転
女
身
経
は
無
垢
光
女
の
変
成
男
子
し
て
菩
薩
と
な
っ
た
物
語
を
展
開
し
て
い
る
。
無
垢
光
女
は
婆
羅
門
須
達
多
と

亥
浄
Ｈ
の
子
女
で
あ
る
か
、
仏
が
耆
闇
蝿
山
で
説
法
中
、
浄
日
は
懐
妊
し
て
お
り
胎
中
の
女
児
が
一
心
に
合
掌
し
て
仏
の
説
法
を
聞
い
て

北
る
の
を
天
眼
カ
ー
の
阿
泥
臘
豆
が
見
て
仏
に
告
げ
る
。
仏
の
問
に
対
し
胎
女
は
悟
り
を
得
ん
が
た
め
で
あ
る
と
語
る
。
東
南
方
の
方

角
、
三
十
六
那
由
佗
の
仏
土
を
過
ぎ
浄
住
と
名
づ
く
る
浄
土
が
あ
り
、
仏
は
無
垢
称
王
如
来
と
称
す
と
、
舎
利
弗
に
語
り
、

⑥

当
此
女
著
一
孜
服
瑠
略
一
之
時
。
放
一
天
光
明
一
普
照
一
大
衆
一
。
是
故
此
女
名
一
燕
垢
光
一
。

と
、
そ
の
名
を
明
ら
か
に
し
四
法
に
就
て
の
脱
を
語
り
、
こ
Ｌ
に
舎
利
仏
と
無
垢
光
女
と
の
対
論
が
お
こ
り
、
舎
利
仏
は
諭
破
さ
れ
る
。

女
人
不
成
仏
に
対
し
立
ち
ｋ
っ
た
女
人
成
仏
の
壮
図
の
割
に
は
、
般
若
思
想
の
完
全
な
る
通
用
が
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
き
ら
い
が
存
す
る

吟F

グー
ー

ロ

レ
ー

、

と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ｃ
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で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
大
樹
緊
那
羅
王
所
間
経
の
十
法
行
と
大
厨
以
て
い
る
。
こ
れ
を
支
え
る
も
の
は
求
菩
提
心
で
あ
る
が
、
転
女
身

経
の
十
行
に
は
直
接
に
女
人
を
劣
視
す
る
言
葉
は
み
ら
れ
な
い
。
恐
ら
く
こ
れ
は
無
垢
光
女
の
言
葉
、
一
切
諸
法
無
男
無
女
の
思
想
に
拠

り
処
が
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。
一
切
諸
法
無
男
無
女
で
あ
る
な
ら
ば
、
変
成
男
子
は
さ
し
た
る
重
大
事
と
は
な
り
得
な
い
。
女
身
を
稜
厭

し
常
に
悪
ん
で
男
子
の
身
を
成
ぜ
ん
と
す
る
前
経
の
誓
願
が
男
女
隔
別
の
観
点
に
あ
る
に
た
い
し
、
無
男
無
女
の
立
場
は
差
別
を
越
え
た

１
深
心
求
一
蕊
菩
提
一
。

２
除
二
其
慢
心
一
。
離
二
於
欺
証
一
。
不
し
作
一
幻
惑
一
。

３
一
身
業
消
浄
持
一
身
三
戒
一
。
二
口
業
消
浄
離
一
口
四
過
一
。
三
意
業
消
浄
離
二
於
眼
悲
邪
見
愚
擬
一
。

４
－
不
一
悉
害
一
。
二
不
一
膜
恨
一
。
三
不
し
随
一
蹟
悩
一
。
四
住
一
恵
辱
力
一
。

５
－
楽
求
二
菩
法
一
。
二
尊
二
重
正
法
一
。
三
以
二
正
法
一
而
自
娯
楽
。
四
於
二
説
法
者
一
敬
レ
如
二
師
長
一
。
五
如
レ
説
修
行
。

６
－
術
念
し
仏
願
レ
成
二
仏
身
一
。
二
常
念
し
法
欲
二
転
法
諭
一
。
三
常
念
し
僧
欲
し
覆
一
誰
僧
一
。
四
常
念
し
戒
欲
し
満
一
藷
願
一
。
五
稲
念
し
施
欲
ン

拾
一
二
切
諸
煩
悩
垢
一
・
六
常
念
し
天
欲
し
満
二
天
中
之
天
一
切
極
智
一
。

７
－
於
レ
仏
得
二
不
壊
信
一
。
二
於
レ
法
得
一
禾
壊
信
一
。
三
於
レ
僧
得
一
禾
壊
信
一
。
四
不
し
事
二
余
天
一
惟
泰
二
敬
仏
一
。
誠
不
レ
穣
二
聚
樫
借
｝
随
し

言
能
行
。
六
出
し
言
無
し
過
恒
常
質
直
。
七
威
儀
具
足
。

８
－
不
し
偏
一
愛
己
男
一
。
二
不
し
偏
一
愛
己
女
一
。
三
不
し
偏
二
愛
己
夫
一
。
四
不
し
専
二
念
衣
服
瑠
賂
一
。
狐
不
レ
貧
二
著
華
飾
塗
香
一
。
六
不
し
為

↑
美
食
因
縁
一
。
七
不
し
格
一
所
施
之
物
一
。
八
所
行
消
浄
常
懐
一
耐
槐
一
。

９
息
九
悩
法
。
憎
我
所
愛
。
已
燗
今
憎
当
憎
。
愛
我
所
憎
。
巳
愛
今
愛
当
愛
。
於
我
巳
憎
今
悩
当
桝
。

扣
一
不
一
自
大
一
。
二
除
一
誇
慢
一
。
三
敬
二
尊
長
一
。
四
所
言
必
実
。
五
無
一
癖
恨
一
。
六
不
二
健
言
一
鰭
七
不
一
醗
教
一
。
八
不
一
貴
僻
一
・
九
不
二

扣
一
不
一
自
大
一
。
二
除
二

暴
悪
一
・
十
不
二
綱
戯
一
。
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絶
待
の
立
場
を
意
味
し
祇
極
的
な
女
人
成
仏
へ
の
前
進
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
立
場
は
雑
朧
絲
の
立
場
に

．
⑩

闇
那
蝿
多
訳
出
の
月
上
女
経
は
月
上
女
に
つ
い
て
の
物
語
で
あ
る
。
仏
が
毘
耶
離
大
樹
林
中
草
茅
糀
舎
に
征
る
時
に
、
父
毘
峨
羅
詰
と

母
無
垢
と
の
間
に
一
女
が
生
れ
た
。
姿
容
端
正
に
し
て
身
体
円
具
し
、
生
れ
る
時
大
光
明
あ
り
月
に
優
り
、
家
内
を
照
ら
し
て
処
々
に
充

満
せ
る
故
に
月
上
と
名
付
け
た
。
月
上
は
生
れ
る
際
に
啼
災
せ
ず
合
掌
し
て
偶
を
語
り
、
瞬
時
に
し
て
八
才
の
大
き
さ
に
な
っ
た
。
大
衆

は
心
に
熱
悩
を
懐
き
迦
く
身
体
に
満
ち
、
月
上
を
妻
と
な
さ
ん
と
願
う
が
、
月
上
の
偶
を
聞
き
繍
欲
を
服
難
す
る
。
そ
し
て
舎
利
仏
の
言

説
を
大
乗
的
見
地
よ
り
論
難
し
仏
所
に
詣
ず
る
。
仏
所
で
月
上
女
は
文
珠
支
利
・
不
窪
見
・
持
地
・
弁
聚
・
無
擬
解
・
虚
空
蔵
・
不
撹
他

心
・
瀞
王
・
堅
意
・
弥
勒
の
各
菩
薩
と
語
り
彼
女
が
十
群
願
を
示
す
に
際
し
、
世
尊
が
微
笑
す
る
の
を
見
た
長
老
阿
難
が
偶
を
も
っ
て
そ

の
因
縁
を
問
い
、
世
尊
が
偶
を
も
っ
て
こ
れ
に
答
え
る
を
聞
き
彼
女
は
、

⑪

従
し
仏
対
レ
聞
レ
与
二
己
授
記
一
。
聞
己
歓
暮
鋤
躍
無
量
飛
一
勝
虚
空
一
。
．
：
…
其
女
於
即
転
二
彼
女
身
一
変
為
二
男
子
一
・

と
な
り
仏
を
唖
じ
て
側
を
説
い
た
が
、
そ
の
偶
中
に
、

如
し
是
諸
法
本
性
者
聴
如
一
醗
空
一
無
し
和
し
異

我
先
所
有
女
人
身
彼
身
空
体
亦
無
し
実

即
無
二
実
体
一
地
為
し
窯
空
体
無
し
物
無
し
可
レ
取

彼
身
顛
倒
分
別
生
分
別
猶
如
一
鳥
飛
｝
し
空

懲
欲
し
成
一
職
仏
菩
提
－
復
欲
し
降
二
伏
四
脆
衆
一

復
欲
三
三
千
大
干
界
低
一
飛
微
妙
大
法
輪
一

通
ず
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
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⑫

汝
等
猛
一
禿
菩
提
意
一
尊
一
壷
供
雪
養
婆
伽
婆
一

と
あ
る
。
川
上
か
女
で
あ
っ
た
そ
の
女
身
は
窯
体
に
し
て
無
実
な
る
が
故
に
、
悟
り
を
求
め
仏
を
供
養
せ
ん
と
心
か
ら
念
願
す
る
時
は
速

に
男
身
に
身
を
転
じ
成
仏
出
来
う
る
こ
と
を
述
べ
、
肌
つ
、
全
て
の
人
々
に
こ
の
こ
と
の
可
能
な
る
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
、

に
答
え
た
川
上
菩
薩
の
仏
法
に
対
す
る
偏
念
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
を
し
て
、
こ
の
僑
念
、
成
仏
は
同
時
に
月
上
の
十
瀞
願
に
支
え
ら

⑭

れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
即
ち
十
誓
願
は

世
尊
。
願
我
籍
此
善
根
因
縁
力
故
。
於
未
来
世
若
諸
衆
生

Ｊ
住
一
莪
剛
一
者
。
為
説
一
興
法
一
令
し
除
一
飛
柑
一
。

③
住
二
我
見
一
者
。
為
説
二
其
法
一
得
し
除
一
莪
見
一
・

③
住
學
於
一
切
分
別
相
一
者
。
我
為
説
ン
法
除
二
其
分
別
一

一
物
｝
住
二
四
顛
倒
一
。
我
為
説
し
法
令
し
除
一
画
倒
一
。

⑤
五
蓋
覆
者
。
為
説
二
其
法
一
令
し
除
二
五
蓋
一
・

⑥
幹
二
六
入
一
者
。
我
為
祝
し
法
令
し
離
二
彼
蕃
一
。

仏
の
偶
中
の

逝
女
男
夫

二
万
三
千

其
女
転
一
庇

女諸Ai}

人人人

身
一

顛尋

教
化
介
し
入
二
仏
乗

成
二
熟
撫
品
菩
提

不
し
久
出
家
在
二
我

法⑬道 1'’
一

及
除
二
貧
欲
順
志
擬
等
一
・

(30)



あ

③⑦③⑤④③③①今
0

①
薪
二
七
識
一
・
我
為
祝
ン
法
令
二
批
除
断
一
。

⑧
粋
二
八
刺
倒
一
。
為
説
二
其
法
一
竹
二
悉
除
滅
一
。

⑨
住
二
九
使
一
者
。
我
為
説
し
法
令
し
除
二
九
使
一
。

⑩
具
二
足
十
力
一
。
如
二
今
世
聯
一
放
二
大
光
明
一
照
二
十
方
刹
｝
呼
無
し
有
し
異
。

で
あ
り
、
仏
を
求
め
る
も
の
の
な
す
べ
き
行
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
誓
願
は
無
垢
光
女
の
十
行
に
較
べ
、
更
に
職
極
的
に
、
仏
者
の
あ
る
く

さ
立
場
を
明
示
し
た
も
の
と
い
い
得
よ
う
。
換
言
す
れ
ば
大
乗
の
持
つ
梢
神
を
具
現
せ
ん
と
し
て
い
る
も
の
と
い
い
う
る
。
そ
し
て
、
こ

の
経
の
立
場
も
亦
、
維
際
経
と
似
通
い
、
転
女
身
経
の
表
現
と
知
似
し
て
、
我
先
所
狗
女
人
身
彼
身
空
体
亦
無
実
即
無
実
体
足
為
衆

と
表
現
し
て
い
る
。
男
女
も
亦
一
切
皆
空
の
理
に
於
て
あ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
点
で
無
男
無
女
は
勿
論
実
体
な
き
も
の
と
い
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
二
経
共
に
、
こ
の
よ
う
な
立
場
を
執
り
な
が
ら
も
、
何
故
変
成
男
子
と
表
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
か
。
維
摩
経
と
鮫
ぺ
て
み
た
時
、
未
完
成
の
お
も
む
き
が
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
注
意
を
要
す
る
点
で

〃
十
五
・
Ｐ
鍼
ｂ
ｌ
懇
ａ

棲
神
三
十
六
号
・
Ｐ
、
１
門
女
人
成
仏

大
正
十
四
・
Ｐ
叩
ｂ
１
吻
Ｃ

大
正
二
十
二
、
Ｐ

大
正
八
・
Ｐ
知
Ｃ

十
二
、
Ｐ

〃〃 〃

〃 〃 〃

引
ｂ

ｌ

（31 ）



大
宝
積
経
は
そ
の
名
の
通
り
、
別
行
さ
れ
て
い
た
絲
典
を
横
集
‐
し
た
も
の
で
あ
る
か
、
そ
の
よ
う
な
性
絡
に
よ
る
た
め
だ
ろ
う
が
、
女

人
成
仏
に
つ
い
て
の
物
語
の
幾
つ
か
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
独
立
し
た
絲
典
の
穣
聚
で
あ
る
た
め
に
、
女

人
に
対
す
る
態
度
は
種
々
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
間
の
関
連
性
は
み
と
め
ら
れ
な
い
。
仮
に
そ
れ
ら
の
幾
つ
か
を
執
り
上
て
み
た
い
。
そ

し
て
、
そ
れ
ら
の
順
序
は
大
宝
椴
経
の
各
会
配
列
の
そ
れ
に
従
う
こ
と
に
す
る
。

三
律
儀
会
は
耆
閤
州
山
に
お
け
る
説
法
て
あ
る
か
、
摩
訶
迦
菜
の
、

若
諸
衆
生
ｏ
求
下
於
↓
仏
法
｜
力
無
災
上
省
。
摂
二
受
何
法
一
而
修
二
行
之
一
・
摂
二
受
何
法
一
墹
巾
擬
成
下
熟
諸
如
来
道
上
。
摂
二
受
何
法
一
取
二
誌

①

功
徳
増
長
一
。
征
二
入
阿
群
多
維
三
貌
三
菩
薩
捉
一
。
押
二
不
退
転
一
。

の
質
問
に
対
す
る
釈
尊
の
解
答
の
中
の
一
つ
に
菩
薩
の
行
は
我
所
を
離
れ
る
が
故
に
、

若
有
二
衆
生
一
不
し
聞
二
此
法
一
。
而
説
二
菩
提
及
菩
薩
行
一
。
則
為
二
非
行
一
。
言
二
菩
薩
行
一
者
。
尖
無
二
所
行
一
足
菩
薩
行
。

と
あ
り
、
か
つ
所
行
な
く
円
満
な
る
行
の
菩
薩
の
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
て
、
浄
戒
を
共
足
謹
持
し
て
心
に
貢
高
せ
ず
云

②

々
と
、
菩
薩
の
親
近
処
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
比
丘
尼
を
犯
さ
ず
、
婬
女
・
寡
婦
・
処
女
の
家
に
往
か
ず
、
他
妻
に
近
か

②⑬⑫⑪⑲⑨

大
正
十
四
・
Ｐ
叩
ｂ
ｌ
螂
Ｃ

大
正
十
四
年
〃

〃〃〃〃

〃 〃 〃 〃

6
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ず
、
と
も
あ
り
胆
に
、
二
十
処
あ
っ
て
ま
さ
に
述
離
す
べ
し
、
と
な
し
二
十
処
を
挙
げ
て
い
る
か
、
こ
の
う
ち
の
半
数
以
上
は
女
人
・
比

丘
尼
に
親
近
す
べ
か
ら
ざ
る
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
経
典
が
女
人
に
対
し
て
払
っ
た
神
経
の
ほ
ど
が
う
か
が
え
て
法
華
経
安
楽
行

品
に
極
め
て
類
似
し
た
親
近
処
と
称
し
う
る
が
、
在
家
菩
薩
応
し
成
二
三
法
一
。
の
言
葉
か
ら
し
て
安
楽
行
品
よ
り
は
異
な
れ
る
も
の
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
三
律
儀
会
の
態
度
は

復
次
迦
菜
。
有
《
’
三
秘
法
一
終
応
し
作
。
鷲
有
し
作
者
則
受
三
女
身
一
・
何
等
為
し
三
。
不
し
応
し
障
下
母
聴
二
聞
正
法
一
及
見
中
比
丘
上
。
不
し
応
し

③

障
下
妻
見
二
諸
比
丘
一
及
聞
中
正
法
上
。
乃
至
不
し
応
下
於
二
己
妻
所
一
犯
中
其
非
路
上
。
如
し
是
三
法
終
不
し
応
し
作
。
若
有
し
作
者
便
受
二
女
身
一
・

に
い
た
り
、
正
法
に
適
わ
な
い
時
は
女
身
と
な
る
と
、
こ
れ
を
い
ま
し
め
て
い
る
ｃ
こ
の
戦
は
女
身
と
な
る
の
は
悪
業
の
故
で
あ
り
と
し

て
、
女
身
を
嫌
悪
し
劣
祝
す
る
思
想
に
基
盤
を
お
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
で
あ
ろ
う
ｏ
即
ち
極
め
て
強
い
女
人
劣
視
の
態
度
を
こ
こ

で
は
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
語
が
迦
菜
に
た
い
し
て
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

④

妙
慧
童
女
会
は
菩
提
流
志
訳
出
で
、
別
名
須
躍
提
経
で
あ
り
、
こ
の
他
竺
法
護
訳
出
須
摩
捉
経
、
鳩
摩
羅
什
訳
出
の
須
摩
捉
菩
薩
経
が

こ
の
維
典
も
蕎
閤
剛
山
に
於
け
る
説
法
を
扱
っ
た
も
の
で
、
一
二
五
○
人
の
比
丘
と
一
刀
人
の
替
朧
か
倶
に
お
っ
た
。
そ
し
て
王
舎
城

に
長
者
優
迦
の
生
年
八
才
に
な
る
娘
の
須
朧
提
（
妙
慧
）
が
お
り
、
彼
女
に
関
す
る
物
語
で
あ
る
。
こ
の
妙
慧
が
菩
薩
の
有
せ
る
属
性
の

十
項
は
如
何
に
す
れ
ば
得
ら
れ
る
か
を
仏
に
質
問
す
る
。

十
項
は
大
略
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

あ
る
。１

端
正
の
身
を
得

２
富
貴
の
身
を
得

（33）



と
な
し
、
更
に
菩
提
と
は
法
を
分
別
す
る
な
き
を
い
い
、
一
切
諸
法
を
虚
空
の
相
に
等
し
く
す
る
の
が
蒋
朧
で
あ
る
と
語
っ
て
い
る
。
こ

９
魔
業
を
離
る

旧
命
終
に
の
ぞ
む
時
、
諸
仏
現
前
す

仏
が
こ
れ
に
た
い
し
て
、
四
法
を
十
項
目
の
各
一
項
づ
っ
に
あ
て
て
、
都
合
四
十
行
（
四
十
事
）
を
も
っ
て
説
明
さ
れ
た
の
に
つ
い

て
、
妙
慧
は
こ
の
四
十
行
を
完
全
に
泰
行
す
る
こ
と
を
響
言
す
る
。
そ
し
て
大
目
牲
連
が
菩
薩
行
は
行
ず
る
こ
と
難
き
を
も
っ
て
、
こ
れ

を
非
難
す
る
が
、
妙
懸
は
真
実
不
虚
の
弘
願
で
あ
る
を
示
し
た
后
に
、
目
腱
述
に
次
の
如
く
語
る
。

③

以
二
我
如
堆
典
実
言
一
故
。
於
二
未
来
世
一
当
し
得
二
成
仏
一
心
亦
如
二
今
日
釈
迦
如
来
一
・
於
二
我
国
中
一
無
し
有
蓋
磁
事
及
以
二
悪
趣
女
人
之
名
一
。

即
ち
、
女
人
の
名
が
朧
事
・
悪
趣
と
並
ん
で
い
る
こ
と
は
、
当
時
の
仏
教
に
お
い
て
如
何
に
女
人
が
嫌
悪
さ
れ
て
お
っ
た
か
を
証
す
る
も

の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
妙
慧
の
剛
に
於
て
は
釈
迦
如
来
の
国
に
女
人
の
名
が
な
い
よ
う
に
こ
れ
を
な
く
そ
う
、
と
い
う
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
絲
は
、
そ
れ
を

８
法
障
を
除
く

４
仏
前
で
化
生
を
う
け
蓮
華
の
座
に
お
る

５
－
仏
士
よ
り
一
仏
土
に
到
る

〈
ｂ
世
に
処
し
て
怨
な
し

７
諦
人
偏
受

３
審
属
壊
れ
ず

⑥

於
二
法
界
中
一
雌
二
所
住
一
故
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で
あ
る
か
、
こ
の
女
人
之
州
つ
い
に
不
可
得
に
対
し
て
、
什
訳
法
談
訳
は
法
は
無
男
無
女
な
る
故
に
無
所
得
で
あ
る
と
な
し
て
い
る
。
即

ち
、
絶
対
な
る
女
人
柵
な
る
も
の
は
一
切
皆
空
な
み
故
に
存
在
し
得
な
い
。
女
人
相
が
つ
か
ま
え
得
な
い
も
の
で
あ
る
以
上
そ
れ
を
喉
ず

る
と
ば
如
何
な
る
こ
と
で
あ
る
の
か
、
大
乗
の
法
に
於
て
は
無
男
無
女
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
主
張
す
る
妙
慧
の
高
唱
を
認
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
妙
慧
は
如
是
き
語
に
つ
づ
い
て
、
女
身
を
男
身
に
か
え
る
こ
と
を
告
げ
て
そ
れ
を
現
じ
て
い
る
。

③

妙
慧
菩
薩
転
女
成
男
。
如
三
十
才
知
法
比
丘
。

こ
ふ
に
お
い
て
、
大
乗
の
糀
神
を
馳
使
し
て
文
殊
支
利
と
対
論
し
た
妙
慧
が
変
成
男
子
を
示
し
た
こ
‐
こ
を
知
り
う
る
。
無
男
無
女
を
唱
え

な
が
ら
も
変
成
男
子
を
説
示
す
る
と
こ
ろ
は
、
転
女
身
経
の
無
垢
光
女
、
月
上
女
経
の
月
上
女
と
に
、
須
麟
捉
経
の
妙
懲
は
似
通
っ
て
お

り
、
且
つ
、
前
者
が
十
法
・
十
蒋
願
に
支
え
ら
れ
る
ご
と
く
、
妙
懲
は
四
十
行
に
支
え
ら
れ
て
お
り
、
と
も
に
声
聞
衆
を
論
難
す
る
と
こ
ろ

等
、
大
層
共
通
点
を
見
出
し
・
う
る
。
し
か
し
、
妙
慧
の
年
令
が
八
才
で
あ
り
、
文
殊
支
利
と
の
対
論
を
な
し
、
経
末
に
お
い
て
、
受
持
・

読
．
・
誠
・
解
説
・
書
写
の
所
謂
五
種
法
師
を
強
調
し
て
い
る
事
を
見
逃
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
こ
れ
が
果
し
て
提
婆
達
多
品
に
通
い
う

の
妙
慧
の
答
は
。

腿
に
は
大
乗
仏
教
の
精
神
に
よ
っ
て
、
女
人
と
と
り
組
ん
で
い
る
饗
を
み
う
る
。
更
に
文
殊
支
利
の
次
の
如
き
質
問
と
そ
れ
に
た
い
し
て

無
捜
徳
菩
薩
会
．
に
は
別
訳
阿
闇
世
王
女
阿
術
達
菩
薩
経
（
法
護
訳
）
が
あ
る
。
耆
闇
堀
山
中
の
説
法
で
あ
り
、
無
品
の
声
聞
衆
が
托
鉢

密
額
じ
頓
が
畷
阿
開
世
王
の
宮
殿
に
至
る
。
阿
開
世
韮
に
無
挫
徳
（
阿
術
達
）
と
名
付
け
る
娘
が
あ
り
、
彼
女
は
、
光
色
第
一
に
し
て
年

る
り
の
で
あ
る
か
、
；
ど
う
か
。

又
問
妙
慧
。
汝
今
猶

の
雌
し
右
》
愛
人
之
名
一
ソ

汝
今
猶
祁
レ
転
二
女
難
一
耶
・

妙
慧
答
言
。
女
人
之
相
了
不
可
得
。
今
何
所
し
転
・
…
…
無
し
有
二
魔
事
及
諸
悪
趣
一
。
亦
復
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十
二
才
で
あ
っ
た
。
こ
の
無
畏
徳
が
托
鉢
の
声
聞
衆
を
迎
え
ず
礼
し
な
い
の
を
見
て
、
父
の
阿
闇
世
王
は
不
審
に
思
い
彼
女
に
理
由
を
た

だ
す
と
、
彼
女
は
転
輪
聖
王
（
遮
迦
越
王
）
が
小
国
の
王
の
た
め
に
起
ち
迎
え
礼
を
な
す
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
か
ど
う
か
等
を
父
王
に

質
し
、
父
王
の
、
聞
い
た
こ
と
の
な
い
の
返
事
を
聞
い
て
、
大
王
は
発
心
し
て
阿
祷
多
羅
三
貌
三
菩
提
心
を
求
め
、
一
切
を
度
せ
ん
と
欲
し

て
、
大
慈
悲
を
持
つ
の
に
、
こ
の
比
丘
ら
は
大
慈
悲
が
な
い
、
王
は
日
月
の
如
く
、
諏
聞
は
螢
火
の
如
き
で
あ
る
、
等
と
語
り
そ
の
理
由

を
説
明
し
た
。
従
っ
て
こ
れ
を
聞
い
て
い
た
脚
聞
衆
と
撫
艇
徳
の
間
に
論
雌
か
展
開
さ
れ
る
が
、
彼
女
は
大
乗
の
締
神
に
よ
っ
て
、
舎
利

仏
、
大
目
腱
述
、
膿
訶
迦
莱
、
須
菩
提
、
雑
喉
羅
の
大
声
聞
の
人
々
を
論
破
し
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、
無
畏
徳
は
阿
閤
世
王
と
母
と
兄
弟

と
後
宮
列
女
等
と
共
に
耆
閤
蛎
山
に
往
き
仏
を
礼
し
座
し
た
（
）
舎
利
弗
の
質
問
に
答
え
た
仏
は
、
彼
女
は
過
去
九
十
億
仏
を
供
養
す
る
を

も
っ
て
功
徳
を
な
し
た
も
の
で
あ
る
と
あ
る
が
、
更
に
次
の
如
き
対
話
を
見
う
る
。

舎
利
弗
言
。
世
尊
。
此
女
能
怯
二
女
身
一
不
耶
。
仏
言
舎
利
州
。
汝
見
二
彼
女
一
。
戦
赴
女
耶
）
汝
今
不
し
応
し
作
二
如
是
見
一
。
何
以
故
。

⑨

以
二
池
菩
薩
発
願
力
一
故
。
示
二
現
女
一
為
し
度
二
衆
生
一
。

即
ち
、
無
没
徳
を
女
人
で
あ
る
と
み
る
の
は
過
ち
で
あ
り
、
そ
の
蝿
由
は
、
女
身
を
砿
十
の
は
職
力
を
も
つ
て
衆
生
を
救
済
せ
ん
と
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
と
な
し
、
更
に
、
こ
の
こ
と
を
証
叩
し
て
、
彼
女
の
言
は

⑩

若
一
切
法
非
男
非
女
っ
令
三
我
今
者
現
二
丈
夫
身
一
・
令
二
一
切
大
衆
悉
皆
稗
見
一
。

と
な
さ
れ
、
女
身
を
減
し
、
丈
夫
身
を
現
じ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

⑪

こ
れ
に
対
し
て
、
法
謹
訳
は
諸
大
衆
見
無
愁
憂
身
為
男
子
不
復
見
女
人
像
の
文
で
や
は
り
変
成
男
子
を
・
小
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
う

る
。
即
ち
、
大
乗
の
精
神
に
依
れ
ば
男
女
隔
別
の
区
別
は
な
く
一
切
は
空
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
従
っ
て
雌
災
徳
か
女
で
あ
る
と
な
す

の
は
物
に
執
着
す
る
見
方
で
あ
り
、
無
畏
徳
は
方
便
を
も
っ
て
女
の
姿
を
示
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
故
に
、
押
言
に
依
っ
て
は
男
の
姿
も
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現
ず
る
こ
と
か
出
来
る
と
な
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
こ
Ｌ
に
示
さ
れ
る
変
成
男
子
は
、
妙
慧
の
説
話
と
同
じ
く
男
子
と
な
っ
た
こ

と
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
《
〆
』
れ
に
よ
っ
て
成
仏
し
た
と
な
さ
れ
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
何
経
は
仏

の
言
と
し
て
、
過
去
九
十
億
の
仏
に
お
い
て
菩
提
の
心
を
発
し
た
と
な
し
、
彼
女
が
既
に
悟
り
を
得
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
か
、
悟

の
言
と
し
て
、
過
去
九
十
栓

り
を
〃
て
い
る
が
た
め
に
、

一
切
諸
法
皆
如
是
・
即
時
忽
化
二
生
州
一
。
離
二
諸
分
別
所
起
之
相
一
・
無
二
諸
鼬
倒
一
。
大
王
。
運
即
此
時
復
現
二
女
身
一
つ
土
見
不
也
。

⑫

王
言
已
見
。
而
我
非
下
以
二
色
身
相
一
見
上
。
我
今
現
見
二
比
丘
身
一
己
。
復
見
二
女
身
一
。

と
自
在
で
あ
り
、
自
在
で
あ
る
の
は
溌
性
に
お
い
て
あ
る
か
、
Ｄ
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
大
乗
の
粘
神
を
発
揚
し
て
い
る
｝
）
と
を
知
り
う
る
」

こ
の
無
挫
徳
の
物
語
で
展
開
さ
れ
た
女
人
観
は
、
赤
間
衆
か
女
人
劣
視
の
観
を
抱
い
て
い
る
の
に
対
し
て
、
大
乗
に
は
女
人
劣
視
の
思
想

の
な
い
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
、
と
い
い
う
る
。
尚
、
既
に
悟
り
を
得
て
い
た
と
な
す
無
畏
徳
が
語
る
菩
薩
観
は
八
極
の
法
行
を
成
就
す

⑬

る
も
の
で
あ
り
、
出
家
在
家
の
区
別
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
八
種
を
略
記
す
る
と
、

１
、
僻
薩
は
身
の
消
浄
を
御
、
秤
捉
を
儒
ず
る
。

２
、
大
慈
大
悲
を
成
就
し
て
衆
生
を
捨
て
ず

３
，
大
慈
悲
を
成
就
せ
る
故
に
、
世
間
の
諸
事
に
善
巧
な
り
。

４
、
身
命
の
分
を
捨
て
て
、
方
似
普
巧
を
成
就
す
る
に
及
ぼ
す
。

５
、
菩
巧
に
無
趾
の
発
願
を
な
す
。

7 6
、 、

般
若
波
羅
蜜
の
行
を
成
就
し
、
一
切
の
見
を
離
る
る
。

勇
猛
精
進
し
て
以
て
諸
の
菩
業
を
修
め
て
厭
足
な
し
。
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諸
大
徳
。
我
等
宜
レ
還
・
不
し
須
レ
入
鬼
郷
衛
城
乞
食
一
・
所
以
者
何
。
無
垢
施
女
所
説
即
是
智
者
法
食
。
・
我
等
今
日
楽
二
於
法
食
一
ｃ
不
し
頚
二

⑯
傅
食
一
・
と
語
り
、
共
に
仏
所
に
至
る
。
即
ち
、
彼
等
は
彼
女
の
た
め
に
大
乗
を
聞
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
維
膿
経
の
弟

子
菩
薩
二
品
に
お
け
る
維
摩
と
十
大
弟
子
・
近
菩
藤
の
諭
識
と
同
様
で
大
燗
に
通
っ
て
い
る
。
た
ｒ
し
、
維
朧
経
に
お
い
て
は
叙
菩
提
の

役
割
を
果
す
の
は
文
殊
支
利
菩
薩
で
あ
る
が
、
こ
の
両
者
の
相
違
は
維
摩
経
の
方
が
論
脈
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
で
あ
ろ
う
。
無
垢

施
女
を
法
護
が
維
摩
羅
達
と
訳
し
た
理
由
も
こ
の
辺
に
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

以
下
、
雌
垢
施
女
の
菩
薩
云
何
行
云
云
の
偶
に
た
い
す
る
仏
の
説
示
が
始
ま
る
。
そ
し
て
、
菩
薩
に
は
四
法
が
あ
り
こ
れ
を
成
就
し
な

与
え
ら
れ
な
い
の
で
、
弧
菩
提
は

等
と
会
い
、
舎
利
弗
に
語
る
。

８
、
無
障
智
を
得
て
、
以
て
無
生
法
忍
を
う
る
。

で
あ
っ
て
、
衆
生
救
済
に
力
が
注
が
れ
て
い
る
こ
と
と
般
蒋
系
の
経
典
で
あ
論
こ
と
と
を
知
り
う
る
。

無
垢
施
菩
藤
応
弁
会
は
摂
道
真
訳
で
あ
り
、
別
に
竺
法
渡
訳
の
離
垢
施
女
経
、
般
若
流
支
訳
得
無
垢
女
続
が
あ
る
。
舎
術
凹
祇
樹
給
孤
独

閲
に
お
け
る
説
法
で
あ
る
。
舎
利
弗
等
の
八
大
声
聞
と
文
殊
支
利
菩
薩
等
の
八
大
菩
薩
等
が
舎
衛
国
で
の
説
法
に
つ
き
議
論
し
な
が
ら
城

⑭

門
に
い
た
る
。
城
内
に
は
波
斯
匿
王
の
娘
、
年
八
才
の
無
垢
施
が
あ
っ
た
。
端
正
殊
妙
見
者
威
悦
と
表
現
さ
れ
る
。
時
に
城
中
に
お
っ
た

五
百
人
の
婆
羅
門
は
門
外
に
識
の
比
脈
の
お
る
の
を
不
背
だ
と
な
す
が
、
無
蛎
施
は
こ
れ
を
脱
伏
し
僻
り
の
心
を
発
さ
せ
て
替
藤
・
蔵
聞

我
是
女
人
。
将
慧
微
浅
多
一
誌
煩
悩
も
又
多
一
巌
逸
一
楽
一
卑
下
事
一
・
為
不
し
順
一
思
惟
所
豪
一
。
善
哉
大
徳
舎
利
弗
。
為
し
憐
一
慰
我
一

⑮

故
。
説
一
薇
妙
法
》
。
無
垢
施
は
永
遠
な
み
も
の
を
求
め
る
悩
み
を
舎
利
弗
に
語
り
、
こ
＄
に
こ
の
絲
典
は
始
ま
る
。
八
大
声
聞
は
彼
女

の
質
問
に
た
い
し
て
仏
法
の
真
義
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
故
に
答
え
ら
れ
な
い
と
い
う
。
か
く
の
如
く
し
て
八
大
菩
薩
も
彼
女
に
満
足
が
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溌
勤
し
、
衆
生
を
不
退
に
住
せ
し
め
、

⑬

使
下
我
変
二
此
女
身
一
。
成
中
十
六
童
子
も

と
語
る
と
、
即
時
に
三
千
大
千
世
界
は
六
反
渋
動
し
、
音
楽
は
自
ら
鳴
り

⑲

無
垢
施
女
。
即
変
一
安
身
一
成
二
十
六
童
子
一
。

と
、
彼
女
が
変
成
男
子
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
仏
は
一
同
に
女
の
変
成
男
子
の
姿
を
み
た
る
か
、
と
念
を
押
し
更

に
、
彼
女
は
僻
り
を
御
て
八
万
阿
僧
祇
劫
に
行
を
な
し
て
お
り
、
彼
女
が
群
陸
行
を
行
じ
て
、
そ
の
後
腱
文
殊
支
利
が
菩
薩
の
心
を
発
し

た
の
で
あ
り
、
は
る
か
に
彼
女
の
方
が
早
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
目
連
は
文
殊
支
利
よ
り
古
い
替
醗
が
未
だ
女
人
の
姿
を
な
し
て
い
る

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
十
八
甑
類
の
凹
法
を
説
く
。
彼
女
が
こ
の
七
十
二
法
を
完
全
に
行
ず
あ
癖
を
な
す
と
大
目
連
は

⑰

菩
薩
難
行
堂
不
知
耶
。
終
不
下
以
》
一
女
身
一
Ⅲ
御
中
阿
縛
多
縦
三
貌
三
菩
提
上
。

と
、
女
人
不
成
仏
の
立
場
で
も
っ
て
、
女
人
の
身
体
を
も
っ
て
し
て
は
悟
り
を
開
く
こ
と
は
出
来
な
い
と
彼
女
に
論
難
を
加
え
る
。
無
垢

施
は
目
連
に
向
っ
て
、
私
の
所
言
は
至
誠
に
し
て
不
順
で
あ
り
、
将
来
の
世
に
如
来
を
成
じ
悟
り
を
岬
た
な
ら
ば
三
千
大
千
世
界
は
六
反

の
に
疑
を
懐
き

⑳

謂
無
垢
施
菩
薩
言
。
善
男
子
。
汝
已
久
発
一
阿
僻
多
雑
三
貌
三
菩
提
心
一
・
何
以
不
一
砿
女
人
身
一
・

と
語
る
。
無
垢
施
が
替
藤
で
あ
る
な
ら
ば
、
男
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
何
故
に
下
劣
な
女
人
の
姿
を
な
し
て
お
る
の
か
の
間
で
あ

ろ
う
。
彼
女
の
こ
れ
に
対
し
て
の
答
え
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

世
尊
記
大
徳
。
於
神
足
人
中
岐
為
第
一
・
何
為
不
し
転
二
男
子
身
一
也
◎
大
徳
目
連
。
即
便
黙
然
。
無
垢
施
菩
薩
、
謂
大
徳
目
連
言
。
亦
不
下

⑳

以
二
女
身
一
得
中
阿
縛
多
羅
三
貌
三
菩
提
上
。
亦
不
下
以
二
男
身
一
得
中
阿
縛
多
羅
三
貌
三
菩
提
上
。
所
以
者
何
ご
菩
提
無
生
。
赴
以
不
何
得
。
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神
足
第
一
の
目
述
は
ど
う
し
て
男
の
姿
か
、
ｂ
女
に
姿
を
変
え
な
い
の
か
、
と
旋
聞
の
も
っ
て
い
る
女
人
劣
視
の
観
を
と
り
あ
げ
て
批
難

し
、
成
仏
は
男
女
の
形
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
こ
の
よ
う
な
考
え
方
で
あ
る
限
り
男
女
の
姿
の
如
何
に
関
わ
ら
ず
悟
り
を
得
る
こ

と
は
出
来
な
い
、
と
な
し
て
い
る
。
即
ち
、
こ
の
経
に
お
い
て
は
、
女
人
劣
視
の
思
想
を
も
つ
声
聞
に
た
い
し
て
、
大
乗
は
一
切
平
等
の

立
場
に
立
ち
、
そ
こ
に
は
女
人
劣
視
の
全
く
な
い
こ
と
を
高
唱
し
て
い
る
と
い
い
う
る
。
従
っ
て
こ
典
に
み
ら
れ
る
変
成
男
子
は
、
男
女

自
在
で
あ
る
あ
り
方
を
声
聞
に
示
す
た
め
の
方
便
と
し
て
化
現
し
た
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
り
、
女
人
成
仏
に
た
い
し
て
極
め
て
優
れ
た

考
え
方
を
表
明
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
い
う
る
《

「
註
」

⑩⑨③⑦⑤ ⑤
大
正
十
一
、
Ｐ
邦
ｂ

③②①

Ｊ

妙
菩
提
流
志
訳
出
に
は
一
悪
が
あ
る
。
一
は
大
宝
横
経
の
妙
慧
童
女
会
（
須
摩
提
経
）
如
畑
１
ｍ
訳
出
で
、
二
は
釦
噸
訳
出
の
妙
慧
童
女
所
扣

問
経
で
あ
る
。
く

尚
竺
法
護
訳
出
仏
説
須
摩
提
経
は
大
正
十
二
、
Ｐ
布
ｂ
１
用
ｃ
所
載

鳩
摩
羅
什
訳
出
仏
説
須
摩
提
菩
薩
経
は
大
正
十
二
、
Ｐ
用
Ｃ
ｌ
別
Ｃ
所
職

大
正
十
一
、
Ｐ
郡
ｃ

″
Ｐ
相
ａ５

ノ

＃

什
訳
仏
説
須
縢
提
菩
薩
経
は
、
是
証
明
我
之
至
誠
。
若
未
来
有
起
菩
薩
意
者
亦
当
如
是
。
我
後
亦
当
得
多
陀
鳩
阿
羅
訶
三
耶
三
仏
と
語
り

法
護
訳
須
摩
提
菩
薩
経
は
是
則
証
明
我
之
至
誠
。
若
有
未
来
起
菩
薩
意
者
亦
当
如
是
。
我
後
不
久
亦
当
如
如
来
無
所
著
等
正
覚
。
信
如
我

一
言
驫
有
虚
者
。
と
語
り
三
事
が
見
ら
れ
な
い
が
、
こ
の
後
段
に
お
い
て
、
夫
々
三
事
の
な
い
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。

大
正
十

ＪＩＪＩ
〃 〃 ノ

"愚′
a

一
・
Ｐ
川
引
ａ

Ｐ
Ｒ
Ｊ
ｂ
１
ｆ
ｃ

ｐ
《
順
ｗ
Ｃ



大
乗
方
便
会
は
竺
難
提
訳
で
あ
り
、
別
訳
と
し
て
竺
法
護
訳
の
慧
上
菩
薩
問
大
著
権
経
、
施
護
訳
の
仏
説
大
方
広
善
巧
方
便
経
と
が
あ

①

る
。
今
、
雌
捉
訳
に
よ
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
仏
は
舎
術
国
の
祇
樹
総
孤
独
剛
に
お
り
、
智
勝
菩
薩
が
菩
薩
は
方
便
を
如
何
に
行
ず
ぺ

さ
か
を
問
い
、
仏
が
こ
れ
に
答
え
を
与
え
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
即
ち
、
替
薩
の
方
便
は
如
何
に
あ
る
べ
き
か
が
説
か
れ
、
菩
薩
と
女

人
と
の
関
係
も
説
示
さ
れ
て
お
る
が
、
や
は
り
男
に
対
す
る
女
と
し
て
、
こ
の
問
題
は
見
逃
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
重
要
事
で
あ
っ
た
ろ

う
。
こ
の
女
人
に
つ
い
て
の
説
話
を
執
り
上
げ
て
行
こ
う
と
思
う
。

雌
初
は
阿
難
の
疑
問
で
あ
る
。
即
ち
、

②

我
今
晨
朝
入
二
舎
衛
城
一
次
第
乞
食
。
見
下
衆
尊
王
菩
薩
与
二
女
人
一
同
一
床
坐
上
。

、⑳⑨③⑰⑯⑮

大
〃〃〃〃 〃 〃正

十

●

P P P

〃〃〃〃563560557
C a a C

、
〃
Ｐ
噸
ｂ

⑭
法
護
・
般
若
流
支
訳
は
共
に
十
二
才

⑪
大
正
十
二
、
Ｐ
別
ｃ

⑬
大
正
十
一
、
Ｐ
顕
Ｃ

法
護
訳
は
八
才
童
子
。
般
若
流
支
訳
は
十
六
才
。
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四
十
二
億
歳
中
、
梵
行
を
修
し
過
失
の
な
か
っ
た
樹
捉
は
極
楽
城
に
入
り
一
女
人
に
会
う
。
女
人
は
樹
捉
の
儀
容
端
厳
な
る
を
み
て
欲
心

■

を
生
じ
、
手
を
も
っ
て
足
を
つ
か
み
地
に
た
お
れ
る
。
何
を
求
め
る
の
か
、
の
彼
の
問
に
た
い
し
て
彼
女
は
、
樹
提
を
求
め
、
樹
提
と
夫

と
、
衆
尊
王
菩
薩
が
女
人
と
共
に
同
一
の
床
に
お
っ
た
こ
と
を
過
で
あ
る
と
指
適
し
て
い
る
。

仏
は
阿
難
に
た
い
し
て
、
菩
薩
乗
に
住
す
る
も
の
は
一
切
智
心
を
離
れ
ず
、
五
欲
を
も
っ
て
鯉
戯
し
行
じ
た
と
し
て
も
過
失
な
き
こ
と

③

を
告
げ
、
衆
尊
王
菩
薩
と
共
に
お
っ
た
女
人
に
つ
い
て
次
の
如
く
語
っ
た
。
過
去
五
百
世
前
夫
婦
で
あ
っ
た
の
で
彼
女
は
衆
尊
王
菩
薩
を

見
て
愛
蒋
を
生
じ
た
が
、
緋
眼
力
を
も
つ
て
か
の
祷
薩
が
私
の
家
で
一
処
に
坐
せ
ば
私
に
悟
り
の
心
を
発
せ
し
め
る
の
で
あ
ろ
う
と
念
じ

た
。
菩
薩
は
彼
女
の
所
念
を
し
っ
て
夜
分
に
家
に
行
き
女
人
の
手
を
と
り
一
淋
に
坐
し
て
法
Ⅲ
を
説
示
す
る
。
そ
れ
に
依
り
彼
女
は
悟
り

④

於
此
命
終
得
し
転
二
女
身
。
当
し
成
一
男
子
一
。

と
変
成
男
子
し
て
成
仏
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
時
の
衆
尊
王
菩
薩
の
行
為
は
五
欲
を
受
け
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
悲
心
を
成
就

し
た
も
の
で
あ
り
、
菩
薩
の
方
便
行
の
あ
り
方
で
あ
る
と
な
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
女
人
で
あ
る
か
ら
と
こ
れ
を
嫌
悪
す
る
こ
と
が
必
要

で
は
な
く
、
男
対
女
と
し
て
の
女
人
と
共
に
五
欲
に
住
む
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
心
に
蕃
提
を
目
指
し
悲
心
を
も
っ
て
女
人
に
接
す
る
な
ら

ば
、
そ
れ
は
地
獄
へ
の
道
で
は
な
く
菩
薩
の
方
便
行
の
あ
り
方
で
あ
る
こ
と
を
語
る
。
即
ち
、
こ
、
で
は
女
人
が
成
仏
す
る
か
ど
う
か
は

も
は
や
問
題
で
は
な
く
、
五
欲
に
走
る
女
を
如
何
に
導
く
べ
き
か
、
大
悲
心
が
如
何
に
必
要
で
あ
る
か
が
執
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
い
う

る
。
従
っ
て
、
如
何
に
し
て
女
を
噂
い
た
か
の
説
話
が
く
り
広
げ
ら
れ
る
が
、
こ
上
に
菩
薩
の
方
便
行
の
意
義
が
見
と
め
ら
れ
る
。
尚
、

こ
の
経
中
に
は
女
に
つ
い
て
の
幾
つ
か
の
説
示
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
執
り
上
げ
て
み
よ
う
。

の
心
を
発
し

③

「
樹
捉
と
女
の
物
諮
」

（42）



服
伽
離
は
捉
婆
迷
多
の
弟
子
に
し
て
、
舎
利
弗
目
連
が
女
と
姦
逝
し
た
と
誕
陥
し
て
地
猟
に
落
ち
た
人
で
あ
る
が
、
仏
は
こ
れ
に
関
し
次

の
物
語
を
す
る
。
昔
、
無
垢
と
称
す
る
比
丘
が
あ
り
窟
中
に
止
住
し
て
い
た
ｃ
に
わ
か
に
大
雨
が
降
り
、
女
人
が
道
中
で
雨
に
あ
い
寒
裸

恐
怖
し
て
窟
に
入
っ
た
。
雨
晴
れ
た
后
、
女
人
と
無
垢
と
は
共
に
窟
よ
り
出
で
る
が
、
こ
れ
を
見
て
五
仙
人
が
心
に
荒
磯
を
生
じ
て
、
・
無

垢
は
不
浄
の
行
を
作
し
た
と
嘘
言
を
す
る
。
無
垢
は
五
仙
人
の
心
を
知
り
虚
空
に
上
昇
す
る
が
、
そ
れ
を
み
て
五
仙
人
は
過
を
悔
い
た
、

と
な
す
も
の
で
あ
る
。
仏
は
こ
れ
に
つ
い
て
、
無
垢
が
方
便
を
も
っ
て
虚
空
に
上
昇
し
た
た
め
五
仙
人
は
過
を
悔
い
て
地
獄
に
落
ち
る
こ

姉
に
な
り
た
い
と
答
う
。
樹
提
は
女
人
に
於
て
欲
を
行
じ
な
い
と
固
辞
し
、
彼
女
の
、
若
し
夫
矧
に
な
れ
な
い
な
ら
ば
、
今
当
に
死
ぬ
べ

し
、
の
語
を
聞
き
、
私
は
四
十
二
憶
才
の
間
、
梵
行
を
修
し
禁
戒
を
破
ら
ず
に
来
た
の
で
、
ど
う
し
て
愛
染
の
非
法
を
受
け
る
こ
と
が
出

来
よ
う
か
と
、
考
え
て
女
人
か
ら
七
歩
を
離
れ
た
。
し
か
し
、
彼
は
七
歩
を
離
れ
る
や
女
人
の
た
め
に
哀
愁
の
心
を
起
し
、
た
と
い
地
獄

仁
落
ち
る
と
も
そ
の
稗
を
忍
ば
ん
と
、
女
人
を
死
の
苦
か
ら
救
っ
て
や
る
こ
と
を
考
え
、
還
っ
て
女
人
の
右
手
を
把
り
、
貴
女
の
ほ
し
い

ま
凡
に
す
る
か
よ
い
、
と
語
っ
た
。
か
く
て
樹
捉
と
女
は
十
二
年
間
夫
婦
と
な
り
、
後
に
再
び
彼
は
出
家
し
命
終
の
後
梵
天
腱
生
れ
た
。

こ
の
時
の
樹
捉
は
今
の
仏
で
あ
り
、
女
は
耶
翰
陀
羅
で
あ
る
と
す
る
物
語
で
あ
る
が
、
仏
は
時
に
大
悲
心
を
起
し
た
が
故
に
生
死
の
苦

を
超
越
し
て
悟
り
を
開
き
禅
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
愛
欲
に
．
入
る
と
も
詳
薩
は
そ
れ
を
女
人
救
済
の
た
め
の
方
便
と
し
て
行
じ
て

い
る
た
め
に
、
梵
戒
を
犯
し
た
と
し
て
も
そ
れ
は
犯
す
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
な
し
て
い
る
。
即
ち
、
従
来
仏
典
が
女
人
を
嫌
悪
す
る
の

は
、
女
人
と
の
愛
欲
に
入
る
を
さ
け
ん
と
す
る
・
こ
と
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
経
は
女
人
と
の
愛
欲
を
超
克
せ
ん
と
の
意
欲
の
も
と
に
説
示
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
・
そ
し
て
、
そ
れ
は
大
悲
心
の
も
と
に
方
便
を
行
ず
・
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
大
悲
心
を
も
っ
て
の
方
便
行

は
、
次
の
物
語
で
は
更
に
明
脚
で
あ
る
。
．

⑥

「
碓
伽
雛
の
物
語
」

（43）



と
を
ま
ぬ
が
れ
た
の
で
あ
り
、
舎
利
弗
目
連
が
方
便
で
虚
空
に
上
れ
ば
腿
伽
離
は
地
獄
に
落
ち
な
く
て
も
よ
か
っ
た
と
語
っ
た
。
即
ち
、

こ
上
で
は
過
を
犯
す
犯
さ
な
い
が
問
題
で
は
な
く
、
如
何
に
し
て
人
々
を
過
ち
か
ら
救
っ
て
や
る
か
が
問
題
で
あ
り
、
方
便
を
行
ず
る
菩

薩
の
行
動
は
す
べ
て
の
過
ち
を
超
克
す
る
途
で
も
あ
り
う
る
、
と
な
す
か
、
更
に
女
と
接
す
る
の
に
は
女
を
導
い
て
や
る
方
便
行
を
も

た
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
知
り
う
る
。

③

「
愛
作
菩
薩
の
物
麺
」
愛
作
菩
薩
は
舎
術
城
に
入
り
乞
食
を
な
し
長
者
の
家
に
至
っ
た
。
長
者
の
娘
徳
増
は
愛
作
菩
薩
を
見
て
愛
欲
心

を
生
じ
、
欲
に
よ
っ
て
焼
か
れ
て
命
終
し
た
。
愛
作
菩
薩
も
彼
女
を
み
て
そ
の
心
を
知
り
淫
欲
の
想
を
な
す
が
、
す
ぐ
に
こ
の
女
人
の
何

処
を
愛
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
、
若
し
眼
根
を
愛
す
べ
き
だ
と
す
れ
ば
、
眼
は
無
常
で
あ
り
敗
壊
に
し
て
不
浄
肉
団
で
あ
る
等
と
考
え
て
、

結
果
欲
心
を
離
れ
無
生
法
忍
を
得
て
虚
空
に
昇
っ
た
。
こ
の
愛
作
菩
薩
は
欲
心
を
起
す
こ
と
に
依
っ
て
、
諦
法
を
推
求
し
、
魔
衆
を
破
っ

た
の
で
あ
り
、
従
っ
て
衆
生
の
た
め
に
法
輪
を
賑
じ
た
も
の
で
あ
る
と
い
い
う
る
。
一
方
、
徳
琳
は
命
終
し
三
十
三
天
に
生
れ

た
の
で
あ
り
、
従
っ
て
衆

と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
彼
女
は
自
己
の
行
動
を
回
撤
し
て
、
舎
術
城
中
で
長
者
の
娘
と
な
り
、
愛
作
菩
薩
に
た
い
し

淫
欲
の
心
を
生
じ
、
こ
の
た
め
に
命
終
し
て
女
身
を
砿
じ
天
子
と
な
り
得
た
が
、
こ
れ
は
勝
因
緑
に
由
る
故
で
あ
る
と
考
え
た
。
即
ち
、

こ
坐
で
示
さ
れ
る
も
の
は
耐
愛
作
菩
薩
は
徳
増
女
の
深
欲
の
心
に
よ
っ
て
法
輪
を
転
ず
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
り
、
徳
増
女
は
愛
作
菩
薩

を
み
て
お
こ
し
た
瀧
欲
の
心
に
よ
り
男
子
と
な
り
得
た
の
で
あ
り
、
共
に
契
懐
は
淫
欲
心
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
淫
欲
心
は
人
間
の
も
っ

て
い
る
根
本
的
本
能
で
あ
ろ
う
。
そ
の
根
本
的
本
能
を
方
便
行
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
女
人
救
済
を
果
さ
ん
と
し
た
素
購
ら

し
い
蒋
眼
・
大
悲
心
を
認
め
う
る
で
あ
ろ
う
。

即
ち
、
こ
れ
ら
の
説
話
は
菩
薩
の
行
ず
る
方
便
は
、
人
間
生
存
の
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
に
お
い
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す

⑨

転
子
女
身
御
成
男
子

（44）



世
尊
。
成
熟
幾
法
能
転
女
身
。

⑫

仏
は
八
法
を
成
就
す
れ
ば
女
身
を
砿
ず
る
こ
と
か
出
来
る
と
語
る
が
、
そ
の
八
法
は

⑩

成
熟
幾
法
能
転
女
身
。

で
あ
ろ
う
。
過
ち
と
隣
り
合
せ
た
大
恋
心
は
堅
固
な
仏
を
目
指
す
信
念
な
し
で
は
な
さ
れ
得
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
俗
念
の
前
に
齢
い

て
は
女
人
不
成
仏
は
さ
し
た
る
問
題
と
は
な
り
得
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
ｃ

浄
心
童
女
会
は
菩
提
流
志
訳
で
あ
り
、
仏
が
舎
衛
国
祇
樹
給
孤
独
園
に
お
る
時
、
波
斯
匿
王
の
娘
で
年
幼
稚
な
浄
信
が
五
百
の
童
に
衛

ら
れ
て
来
っ
て
、
菩
薩
の
正
し
い
修
行
の
あ
り
方
に
つ
い
て
仏
に
質
問
す
る
。
仏
は
彼
女
に
八
力
、
八
種
の
法
を
成
就
す
れ
ば
よ
ろ
し
い

と
語
り
、
そ
の
八
秋
の
法
の
十
二
種
類
計
九
十
六
椰
の
法
を
示
す
。

浄
心
童
女
は
こ
れ
を
聞
い
て
敬
暮
し
て
仏
に
転
女
身
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

６
不
悪
側

７
捨
離
介
欲

８
離
諸
邪
見

で
あ
る
が
、
仏
は
重
ね
て
八
郷
を
語
る
。

5 4 3 2 1
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５
於
一
二
切
人
一
不
し
生
二
邪
念
一

６
墳
一
上
意
楽
一
厭
一
離
女
身
一
。

７
住
二
群
提
心
大
丈
夫
法
｝

８
槻
二
世
家
業
一
如
し
幻
如
レ
夢

即
ち
、
前
者
の
八
法
は
女
一
般
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
道
徳
的
立
場
の
範
囲
を
出
な
い
も
の
で
あ
り
、
後
者
の
八
法
は
仏
教
的
立
場
か
ら
説

か
れ
た
も
の
の
ょ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
沙
門
婆
羅
門
を
供
養
し
、
女
身
を
職
離
し
、
家
業
を
幻
夢
と
観
ず
る
を
説
く
あ
た
り
、
女

人
問
題
に
つ
い
て
早
期
的
思
想
を
も
っ
た
不
完
全
な
も
の
と
云
え
る
で
あ
ろ
う
。

念
一●｡

２
恭
敬
供
睾
養
戒
・
忍
・
多
聞
沙
門
・
婆
羅

３
於
二
夫
・
男
・
女
及
以
居
家
一
。
不
し
生
二
愛

４
受
二
持
禁
戒
｝
無
し
所
》
一
欠
犯
一犯

一

１
尊
一
壷
仏
一
深
楽
二
於
法
｝

①
法
護
訳
は
慧
上
。
締

②
大
正
十
一
、
Ｐ
班
Ｃ

③
法
設
訳
も
五
百
世
声

④
大
正
十
一
、
Ｐ
瓢
ｂ

⑤
〃
Ｐ
鋤
ｃ

③
〃
Ｐ
湖
ｃ

法
設
訳
も
五
百
世
だ

Ｐ
鋤
良 施

が
、
施
謹
訳
は
二
百
世
。

法
護
訳
は
焔
光
、
施
護
訳
は
光
明
。
．

Ｐ
鋤
Ｃ
ｌ
”
ａ
、
た
暫
し
、
施
護
訳
に
は
貧
女
の
記
述
は
み
ら
れ
な
い
。

護
訳
は
智
上
。

普門
一 1■■■
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以
上
の
各
経
典
に
お
い
て
み
ら
れ
る
女
人
観
は
、
三
律
儀
会
を
除
い
て
他
は
変
成
男
身
の
思
想
で
あ
る
。
三
律
儀
会
は
女
人
に
就
て
の

説
法
で
は
な
く
、
菩
薩
の
所
行
と
し
て
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
を
執
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
女
人
の
成
仏
に
枕
て
言
及
さ

れ
な
い
の
も
当
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
こ
Ｅ
示
さ
れ
る
女
人
観
は
、
女
人
を
男
子
よ
り
劣
性
な
も
の
と
す
る
考
え
に
発
し
て
男
子
の

修
行
の
さ
ま
た
げ
に
な
る
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
他
の
耗
典
は
す
べ
て
女
人
が
男
子
に
姿
を
変
え
、
或
は
男
子
と
な
る
こ
と
で
成
仏
を

十
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
詳
細
に
較
べ
る
と
そ
の
中
に
は
相
遮
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
今
、
仮
に
こ
の
変
成
男
子
に
お

い
て
み
ら
れ
る
内
容
の
相
述
を
大
別
し
て
三
種
に
分
別
す
る
こ
と
に
す
る
。

一
は
女
人
を
劣
性
の
も
の
と
視
、
戎
は
女
身
で
あ
る
こ
と
を
女
人
自
身
に
脈
離
せ
し
め
よ
う
と
す
る
立
場
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
屈
し
得
る
と
考
え
う
る
も
の
は
、
般
蒋
経
の
河
天
品
の
恒
伽
捉
婆
の
姉
に
関
す
る
説
示
、
大
樹
緊
那
羅
王
所
間
経
、
浄
心
泄
女
会

で
あ
る
。
般
若
維
河
天
品
は
女
身
を
終
る
と
表
現
さ
れ
る
が
、
こ
の
表
現
は
た
薄
ち
に
女
人
の
成
仏
と
は
な
し
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
大
樹

緊
那
雑
王
所
間
経
は
女
人
の
変
成
男
子
に
は
十
法
行
を
修
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
な
し
、
そ
の
中
で
女
人
が
自
己
の
女
身
で
あ
る
こ
と
を
献
離

⑬⑫⑩⑨③⑦

７

″
Ｐ
弱
ｂ
ｌ
ｃ
、
施
護
訳
は
作
愛
、
此
護
訳
は
愛
敬
。

施
護
訳
は
上
財
、
法
護
訳
は
執
祥
、

大
正
十
一
、
Ｐ
”
Ｃ

〃〃 〃

６
Ｐ
腿
ｂ

″″

8
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第
二
の
極
難
は
男
女
隔
別
の
観
を
な
す
こ
と
か
間
述
で
あ
り
、
一
切
極
法
は
空
に
し
て
実
体
は
な
い
の
で
あ
り
、
男
女
も
す
ら
実
体
は

な
い
と
な
し
無
男
無
女
と
な
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
属
す
る
経
典
は
、
転
女
身
経
。
Ⅱ
上
女
経
・
妙
慧
波
女
会
・
無
挫
徳
菩
薩
会
・
無

垢
施
菩
薩
応
弁
会
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
す
・
へ
て
、
声
聞
の
人
々
の
、
女
人
は
成
仏
出
来
な
い
と
す
る
説
示
に
た
い
し
て
、
一
切
法
空
無
男

無
女
で
あ
る
と
、
こ
の
立
場
を
論
難
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
上
で
は
声
聞
（
小
乗
）
の
も
っ
て
い
た
女
人
劣
視
の
思
想
に

堂
々
と
相
対
し
た
大
乗
の
心
意
戴
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
し
、
災
に
、
変
成
男
子
の
あ
り
方
は
さ
し
た
る
問
題
で
は
な
く
、
声
聞
に
た

い
す
る
大
乗
の
迫
力
の
あ
ら
わ
れ
方
と
し
て
、
男
子
と
な
る
化
棚
の
表
現
は
な
さ
れ
た
と
考
え
う
る
で
あ
ろ
う
。

第
三
は
大
乗
″
使
会
で
あ
る
‐
こ
＄
て
は
旅
州
か
柧
端
に
さ
ら
っ
た
労
と
女
の
関
係
が
執
り
上
げ
ら
れ
、
男
女
の
間
の
潅
欲
を
通
し
て

の
菩
薩
行
が
展
州
さ
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
現
実
に
即
し
た
蚊
悩
即
祷
捉
の
大
通
を
示
そ
う
と
苫
心
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
こ
の
よ
う
な

段
階
に
至
っ
て
は
女
人
不
成
仏
の
思
想
は
風
附
の
灯
の
観
を
与
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
第
二
、
鋪
三
の
立
場
に
於
け
る
も
の
は
、
大
乗
の
思

想
を
も
っ
て
如
何
に
女
人
の
間
脳
と
相
対
す
る
か
の
群
腫
の
紬
果
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
の
様
な
炊
場
か
ら
み
る
時
、
法
華
経
捉
婆
迷
多
砧

の
変
成
男
子
の
根
底
に
は
ど
ん
な
思
想
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
（
未
完
）

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
派
し
て
い
る
。
こ
の
自
己
嫌
悪
は
自
己
の
粘
神
状
態
や
行
動
に
対
す
る
も
の
で
な
く
、
自
己
の
型
に
関
す

る
も
の
で
あ
る
だ
川
に
、
そ
れ
は
発
展
性
の
な
い
も
の
で
あ
り
女
人
に
対
す
る
劣
視
で
あ
る
と
云
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
浄
心
泄
女
会

も
こ
れ
と
同
搬
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
こ
§
に
あ
る
も
の
は
男
女
隅
別
、
女
性
劣
視
の
思
想
で
あ
る
と
い
い
郡
よ
う
。
三
律
儀
会
の
、
正
法

に
適
わ
な
い
時
は
女
身
と
な
る
と
す
る
・
耐
雌
は
こ
れ
を
炎
川
し
て
い
よ
う
。
そ
こ
で
三
伸
雌
会
を
も
第
一
の
立
珊
に
加
え
て
も
よ
か
ろ

，

。
『
夕
に
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